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●○　本書の構成　○●
　本書は、5つの部で構成されています。

　第Ⅰ部「リスクバースド型マネジメントの必要性」では、生産現場

に潜在的に存在するリスク領域とリスク要因の特徴およびリスクマネ

ジメントのあり方について概説しました。

　第Ⅱ部「リスクマネジメントプログラムの策定」では、経営トップ

のポリシーの具体例を紹介し、ポリシーのあり方およびポリシーに基

づくマネジメント・プログラムの策定の要点を解説しました。

　第Ⅲ部「リスクマネジメント・マップ」では、リスクマネジメント

の世界的動向を概観し、リスクベースド・アプローチ型のモノづくり

への転換を図るべき時代であることを実感していただいた上で、リス

クマネジメントにおけるリスクアセスメントの位置付けを明確にし、

代表的なリスクアセスメント手法について詳しく解説しました。

　さらに、リスクマネジメントに取り組むときに突き当たる課題と、

第Ⅲ部までに言及されていないリスクマネジメントに関わる課題につ

いて、第Ⅳ部「合理的な取組みのために－Q＆A」で解説しました。

　第Ⅴ部「グローバル生産時代の『リスク・トラブル教訓集』－事例・

判例」は、リスクベースド・アプローチ型のマネジメントの欠如によっ

て、わが国の産業界で発生したリスク事例を通じて、現状のリスクマ

ネジメントの問題点を赤裸々に表しました。

●○　リスク講座受講者の声を反映　○●
　これまで「プラントの危機管理研究会」では、プラントのリスクマ

ネジメントおよび危機管理研究に関する教育プログラムの開発・実施

を中心に活動してきました。本書をまとめるに際して、講座の受講者

から得られた質問や要望事項をふんだんに生かしています。

●○　MOSMSとの関わり　○●
　経営に資する戦略的保全マネジメントシステム（MOSMS）構築に

おいて、とくにマネジメントとは何か、それがリスクベースドである

とはどういうことかを理解し、「保全戦略の策定」およびMOSMS全

体の管理サイクルの維持に対して、強力に支援できるものです。
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